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日本初のロボットを作り、日中友好にも貢献――今に生かしたい西村真

琴の思想 

２００２年１１月４日の余禄は、大阪在勤の論説委員

だった私が担当した。新しく見つかった小惑星の名前に、

２０もの関西にちなむ名前がついたという内容。経済な

どで地盤沈下が進む関西を元気づける狙いだった。 

名前の中に「学天則（かくてんそく）」があった。西

村真琴（（１８８３～１９５６）が大阪毎日新聞の学芸

部記者だった時、「日本初のロボット」を作り、その名

前が学天則だった。 

 

西村の業績は多岐にわたる。毎日新聞創刊１３０年に

あたって「毎日の３世紀」が発刊され、西村の記事を書

いた縁で、亡き先輩とのかかわりがいくつもでき、誇ら

しく感じた。いくつか紹介する。混沌とした今の世界で、

西村の思想が生かされるべきだと思うからだ。 

 

西村は北海道帝国大学の教授だったが、本山彦一社長

に請われて１９２７年、記者に転身した。２８年に大礼

記念京都大博覧会が開かれ、大毎は西村が製作した人造

人間「学天則」を出品した。 

空気を動力とし、音楽が流れると半身像が光を発しな

がら動き、観客を驚かせた。チェコのカレル・チャペッ

クが戯曲「Ｒ．Ｕ．Ｒ」でロボットを登場させて、わず

か８年後だった。 

 

学天則は行方不明になったが、８８年によみがえる。

学天則が悪の超能力者と戦う映画「帝都物語」が封切ら

れた。原作は荒俣宏のＳＦ小説。映画では西村の役を、

水戸黄門役でおなじみの長男・西村晃が演じた。 

映画で使った学天則は、大阪市立科学館が引き取り、

エントランスに展示した。「大阪の科学史のエポック」  

西村真琴さん 

大阪市立科学館に展示された学天

則 



と位置付けたからだ。小惑星の名前は命名権を譲り受けた科学館がつけた。星となった大

先輩の足跡を、はるか後輩が記事化する不思議さを喜んだ。 

西村は大阪毎日新聞社会事業団に移る。上海事変の最中、中国の文豪、魯迅との間に、

ハトを介した友情が生まれた。 

 

西村は事変から間もない３２年２月６日、負傷した人たちを治療する医療団を率いて上

海に行った。市郊外の三義里で飛べなくなったハトを見つけ、「三義」と名づけ、日本に持

ち帰った。 

ハトは死んだが、西村は魯迅に手紙を書いた。「三義に二世が生まれたら、日中友好のあ

かしとして送るつもりだった」とし、歌を添えた。「西東国こそ異（ちが）へ小鳩等らは親

善（したしみ）あへり一つ巣箱に」 

魯迅は感激し、七言律詩を返す、最後の２行が名高い。「度盡劫波兄弟在 相逢一笑泯恩

讐」（荒波を渡って行けば兄弟がいる。会って笑えば恩讐は消える）。「戦火の中の友情は」

は教科書にも載った。 

 

上海事変から７０年を経た２００２年、大阪府豊中市立公民館の敷地に、この七言律詩

の石碑が建立された。西村は豊中市に住み、大毎を退職後は豊中市議となった。豊中市日

中友好協会が西村を顕彰する活動に乗り出し、石碑もその一環だった。石碑の除幕式の記

事は、私が書くことになった。 

日中戦争の最中の１９３９年、西村は中国に渡る。戦争で親を失った中国の子どもたち

を養育するためだった、６８人を日本に連れて帰り、四天王寺悲田院で養育してもらった。

太平洋戦争開戦前には子どもたちを中国に返した。これだけでも立派な業績だが、豊中市

議会の議事録に後日談が残っている。 

ある市議が復員軍人から聞いたエピソードを披露した。軍人が終戦後、中国・葫蘆（こ

ろ）島から引き揚げる際、青年が一生懸命手伝った。礼を言うと青年は「お礼は西村真琴

先生に」と答えたという。６８人の戦争孤児の１人だったのだ。 

 

西村は保育にも力を入れ、「日本のフレーベル」と呼ばれた。全日本保育連盟を結成し、

社会事業団に事務局を置いた。３７年に月刊誌「保育」を創刊し、４１年１２月の５６号

で幕を閉じた。月刊誌は毎日新聞に残っていたが痛みがひどく、大阪府立図書館に修復を

お願いした。この役目も私が担当し、目を通す機会を得たが、子どもに託して命の尊さを

うたい、戦時色を感じさせない内容に感じいった。 

２０１４年に豊中市で、「西村真琴と魯迅」と題した展覧会とシンポジウムが開かれた。

中国・上海魯迅記念館、大阪府日中友好協会などが主催した。ただ、開催までに約１０年

かかった。 

記念館の学芸員が西村の調査で来日し、毎日新聞大阪本社も訪れ、その成果をもとに上



海の記念館で展覧会を企画した。ところが日中の間に荒波が立ち、開催直前に中止になっ

た。数年後、今度は日本での開催が決まったが、再び荒波に押し流された。豊中での催し

は、３度目の正直だった。 

シンポでは中国から王錫栄・記念館館長や魯迅の孫、日本側から西村の孫がパネリスト

として並んだ。司会は私が頼まれた。最後は王館長が七言律詩を中国語で区切りながら読

み、会場を埋めた人が声を合わせ、それを追いかけた。 

今も日中の間で波が立っている。だからこそ、西村の業績は意味を持つ。中国では律詩

の最後の２行が語り継がれている。毎日新聞で後に続く者にとって、学ぶことが多いので

はないか。世界のいたる所で波は荒れている。 

（元大阪本社地方部 梶川伸） 


